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１．システム概要 
   本システムはデマンド監視システムとして受電電量監視と帳票作成を行います。 
  本システムは、シーケンサと高速データーロガーユニット、パソコン（SCADA ソフト） 
    を使用しております。 
  帳票データーはデーターロガーユニットの CF カードに毎時格納されます。パソコン等 
  のシステムダウン等の場合でもシーケンサが起動していれば、帳票データーの欠損は 

有りません。その為、安価なパソコンでも帳票管理が行えます。 
データーロガーとパソコンにデーターを格納しております。 

  （ＣＦカードの書込み制限等がある為、定期的な交換が必要です。 
CF ｶｰﾄﾞの書込み回数が 10 万回として、100,000 回/(24 時間×365 日)=約 11 年）  

     (シーケンサの無停電装置は含まれておりません。瞬停などの場合を考えオプション 
にて取り付けることも可能です。) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ システム構成図 
   パソコン仕様（ノートパソコン） 
    注意：ノートパソコンの仕様は変わる場合があります。 
    OS           WINDOWS 7 の 32Bit 版  
    使用ソフト   SCADA ソフト (JTE 社製 JoyWatcher Suite 本体版) 
                     Office  2010  
        解像度        ﾜｲﾄﾞ(1366 × 768)  
        ﾒﾓﾘ          2GB 以上 
        プリンタ      A3 カラープリンタ 
    時刻修正     パソコンの時刻を電力計の時刻に定期的に合わせることにより 

時刻同期をとります。オプションにて、自動時刻修正装置を 
           設置することも可能です。電波状況により時刻を受信出来ない 

場合もあります。 

PLC 制御盤

パソコン

プリンタ 

受電電力パルス 
８点 

外部警報信号 
第１段警報 1 点 × 8 点 
第２段警報 1 点 × 8 点 
第３段警報 1 点 × 8 点 
ブザー出力 1 点 × 8 点 
ﾊﾟﾄﾗｲﾄはｵﾌﾟｼｮﾝになります 
ﾌﾞｻﾞｰ停止 PB × 8 点 
ｵﾌﾟｼｮﾝになります。 

Ethernt
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   制御盤 
    電源      AC100V (オプションにて、AC200V もご用意できます。) 
        制御盤外形   4000(W)×5000(H)×200(D) 
    受電電力パルス 無電圧接点 10kw/p 立ち上り積算 パルス幅 100msec 以上 
        無停電電源   オプションにて対等  
    CF ｶｰﾄﾞ容量      256MB 以上 
 
２．デマンド監視機能概要 

本デマンド監視機能は計算結果があらかじめ設定しておいた制限値を越えた場合 
に警報の出力等を実施する機能です。又、計算された平均電力値の変化量からデマン 
ド時限終了時点での予測電力値を算出、表示するものといたします。 
本機能は以下の各機能より構成されます。 
（各機能の詳細は次節以降を参照下さい。） 
（１）計算処理機能 
（２）警報出力機能 
（３）表示機能 

         
２－１．計算処理機能 

本機能ではデマンド時限開始からの経過時間を基に平均電力（デマンド電力）、予 
測電力を計算します。各電力値の計算式は以下の通りとなります。 
なお、デマンド時限については３０分毎にパソコンの時刻にシーケンサの時刻を修正 
しております。 
下記式の関係については次頁の図２ 平均電力Ｐｔと予測電力ＱＴの関係を参照願 
います。 

 
① 平均電力（デマンド電力） ： Ｐｔ 

Ｐｔ ＝ （ｐｔ － ｐ０）＊２ 
ｐ０ ： デマンド時限開始時点での電力量 
ｐｔ ： デマンド時限開始からｔ秒後（現在）の電力量 

 
② 予測電力 ： ＱＴ 

ＱＴ ＝ Ｐｔ ／ｔ ＊Ｔ 
    ｔ ： デマンド時限開始からｔ秒後 

Ｐｔ ： デマンド時限開始からｔ秒後（現在）の平均電力 
Ｔ ： デマンド時限終了時間（１８００秒（３０分）） 

又、デマンド時限の計測に用いる時計装置はＰＬＣ装置内部時計を用いています。 
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図２ 平均電力Ｐｔと予測電力ＱＴの関係 
 

２－２．警報出力機能 
「計算処理機能」で算出された平均電力（Ｐｔ）を使用し以下へ示す３つの制限値との比

較を行います。 
下記式の関係については次頁の図３ 目標電力と警報レベルを参照願います。 
 
（１）目標電力 ： Ｌ１ 

本制限値は第１基準電力（ＰＬ１）として以下の計算式で各時刻毎の制限値が 
計算されます。(第１段警報レベル) 
ＰＬ１ｔ ＝ Ｌ１＊ｔ／Ｔ 
 

（２）第２段警報レベル ： Ｌ２ 
本制限値は第２基準電力（ＰＬ２）として以下の計算式で各時刻毎の制限値が 
計算されます。 
ＰＬ２ｔ ＝ Ｌ２＋（Ｌ１－Ｌ２）ｔ／Ｔ 
 

（３）第３段警報レベル ： Ｌ３ 
本制限値は第３基準電力（ＰＬ３）として以下の計算式で各時刻毎の制限値が 
計算されます。 
ＰＬ３ｔ ＝ Ｌ２＋Ｌ３＋｛Ｌ１－（Ｌ２＋Ｌ３）｝ｔ／Ｔ 

※ 上記各式中、 
ｔ ： デマンド時限開始からの経過時間（秒） 
Ｔ ： デマンド時限終了時間（１８００秒（３０分）） 

 
 
 
 

ｔ

Ｔ(30 分)

po 

pt 

平均電力 
(Ｐt=(pt-p0)*2) 

(kWh) 

(秒) 

予測電力 
(QT=Pt/t*T) 
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   任意時刻ｔにおける平均電力Ｐｔは、当該時刻における各基準電力値（ＰＬ１ｔ、ＰＬ２ｔ、 
ＰＬ３ｔ）と比較されます。 
その結果、電力が各基準電力を超過した（上回っていた）場合は警報を発報するものとし 
ます。 
なお、頻繁な警報発報を防止するため各制限値には不感帯を設けるものとし、警報復帰は 
電力が各不感帯を下回った場合に復帰します。 

 
警報発報、復帰の条件は下表へ示す通りとなります。 

  デマンド時限開始から設定時間は監視ロック時間として発報は行わないものとします。 
ただし、ＰＬ３超過発生時は、監視ロック時間内であっても警報の発報を行うものと 
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３．目標電力と警報レベル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｔ

Ｔ(30 分)

Ｌ２ 

(kWh) 

(秒) 

目標電力 

Ｌ3 Ｌ1 

第３段警報レベル
ＰＬ３ｔ 

第２段警報レベル 
ＰＬ２ｔ 

第１段警報レベル 
ＰＬ１ｔ 
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警報発報、復帰条件 
 

状態（条件） 第１段

警報 
第２段

警報 
第３段 
警報 備考 

正常 Ｐｔ ＜ ＰＬ１ｔ － － －  
警報１ ＰＬ１ｔ ≦ Ｐｔ ＜ ＰＬ２ｔ 出力 － －  
 Ｐｔ ＜ ＰＬ１ｔ－ＤＢ 復帰 － －  
警報２ ＰＬ２ｔ ≦ Ｐｔ ＜ ＰＬ３ｔ － 出力 －  
 ＰＬ１ｔ ≦ Ｐｔ ＜ ＰＬ２ｔ－ＤＢ － 復帰 －  
警報３ Ｐｔ ≧ ＰＬ３ｔ － － 出力  
 ＰＬ２ｔ ≦ Ｐｔ ＜ ＰＬ３ｔ－ＤＢ － － 復帰  

 
ＤＢ ： 不感帯値（設定値 kW） 
－ ： 警報無し 
 
注）警報出力にて負荷制限は行いませんので、運用状態を確認して頂き実施願います。 

 
 
３．画面仕様 
 
 ３－１．基本構成 
   画面は左側のメニューバー（青色）とメイン画面（灰色）の部分にて構成されて 

おります。メニューバーにて画面切替や帳票印刷、帳票検索、印刷、終了、ブザー 
停止等を行う事が出来ます。 
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３－２．デマンド画面  デマンド監視１－８系列の選択を行うメニュー画面を表示 
各デマンドの警報ランプを一括して監視出来ます。 

  メニューバーのデマンド警報は８系統のどれかが発生している場合に点灯します。 

 

デマンド監視及び、デマンド監視等に使用する各設定値を表示しております 

 

３０分ごとのデマンドの監視及び、設備負荷状態監視を行います。 
最大電力は設定画面にて変更する事が出来ます。 
第１段警報（グラフ色 黄色） 
デマンド警報第１段が発報すると警報が点灯します。 
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最大電力設定にて値が変わります。 
右デジタル表示は現在の警報レベルです。 

第２段警報（グラフ色 水色） 
デマンド警報第２段が発報すると警報が点灯します。 

設定画面にて、第１段警報との間隔を変更出来ます。 
右デジタル表示は現在の警報レベルです。 

第３段警報（グラフ色 橙色) 
デマンド警報第３段が発報すると警報が点灯します。 

設定画面にて、第２段警報との間隔を変更出来ます。 
右デジタル表示は現在の警報レベルです。 

３０分前の過去データ（グラフ色 紫色） 
３０分前のデータを表示します。 

右デジタル表示は過去３０分最大電力です。 
現在電力量及び、予想電力量（グラフ色 赤色） 
３０分内の現在時間までの電力積算値（有効電力パルス×２）及び、予想電力量の 
グラフを表示します。予想線はピンク色となります。 

 
   設定ボタンをクリックすると、設定ウィンドウが表示されます。 

 

目標電力 
目標電力を設定することができます。第 1 段警報レベルと同じになります。 

下記画面のテンキーが表示されます。 
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第２警報レベル 
第２段警報レベルの設定ができます。 

第３警報レベル 
第３段警報レベルの設定ができます。 

第１警報不感帯 
第１警報不感帯の設定ができます。警報が頻繁に ON-OFF しないようにする為の設

定です。第１警報レベル－第１警報不感帯にて警報が停止します。 
第２警報不感帯 
第２警報不感帯の設定ができます。警報が頻繁に ON-OFF しないようにする為の設

定です。第２警報レベル－第２警報不感帯にて警報が停止します。 
第３警報不感帯 
第３警報不感帯の設定ができます警報が頻繁に ON-OFF しないようにする為の設定

です。第３警報レベル－第３警報不感帯にて警報が停止します。 
監視ロック時間 
３０分間の初めの警報を無視する時間設定です。 

  契約電力 
   受電電力量月報にて、表示される契約電力量を設定出来ます。 
  設定電力 
   受電電力量月報にて、表示される設定電力量を設定出来ます。 
  閉じる 
   閉じるボタンにてウィンドウを閉じる事が出来ます。 
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３－３．警報履歴 
  デマンド監視システムで、発生した警報を表示します。 

データは 1 年間（365 日間）保存されます。（オプションにて変更可能） 

 

画面上で右クリックすると下記ウィンドウが表示されます。 

 
Preview 
警報履歴を印刷する機能です。 
 

プリンタ設定 
プリンタを設定する機能です。 

Save To CSV 
警報履歴データーを CSV ファイルにする機能です。 

CSV ファイルを保存するウインドウが開きます。 
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その他機能 
発生日の上の場所をダブルクリックすると発生日の検索が行えます。 

 
その他の項目でも、データーの絞込みが出来ます。 

 
注：上記、画面は参考画面で、実際の名称項目とは異なります。 
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３－４．SYSTEM 
   SYSTEM 画面は接続機器の状況及び、データーロガーからの帳票データーを手動で 
コピーする場合は、帳票データーへの強制展開を行うメンテナンス画面です。 

 

FFFTP 起動 及び 強制帳票展開 
  このプログラムはイーサーネットにて接続されているデーターロガー内のＣＦカー 

ドのファイル等のメンテナンスの画面です。CFカード内のファイルは削除しないで 
下さい。 

  このプログラムを使用してＣＦカード内のデーターをコピーしてＦＴＰサーバーの 
フォルダ内に格納し、強制帳票展開を行う事により、帳票データーを復旧すること 
が出来ます。また、誤って作成された帳票データーを削除した場合でも、 
D:¥SYOUNAN¥FTP¥BACKUP内のファイルをD:¥SYOUNAN¥FTPフォルダ内 
にコピーして強制帳票展開を行う事により、復旧する事が出来ます。 

FFFTP 起動ウィンドウ画面 
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接続画面                 フォルダ内の表示 

   
ダウンロードするファイルを選択して    C:¥SYOUNAN¥FTP フォルダ内に転送 
コマンド－ダウンロードにて転送       されます。 

   
強制帳票展開にて FTP フォルダー内の CSV ファイルを帳票に展開します。 

 
PLC エラー解除にて、PLC エラーを解除できます。（異常内容を解決後解除して下さい。） 
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３－５．帳票印刷 

帳票印刷ボタンをクリックすると、受電電力量月報を印刷するウィンドウが表示さ 
れます。印刷したい月報の月を選択して月報を印刷します。 
選択された月のファイルがない場合は「ファイルがありません」とウィンドウ表示が 
表示されます。 
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３－６．帳票検索 
帳票検索ボタンをクリックすると、エクスプローラが起動してします。 
受電電力量月報を選択して表示の確認印刷をすることが出来ます。 

 
 
３－７．印刷 

印刷ボタンをクリックすると、メイン画面を印刷する事が出来ます。 

 

 
 
 
 
 
 
 



- 16 - 
 

３－８．終了 
  終了ボタンをクリックして、監視システムを終了させる事が出来ます。  

 

  監視画面を終了しても監視システムは完全に終了しておりません。 
  右下のツールバー内のランチャーを起動して、「■」停止をして監視システムが終了 

します。 
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４．帳票 
  受電電力量月報を 1 日 1 回 0:00:05 に作成、追加します。 
  契約電力量を超えた枠は赤色になり、設定電力量を超えた枠は青色になります。 
  月の最大電力量は黄色になります。 
  D:¥SYOUNAN¥帳票¥原本フォルダ内の受電電力量月報がフォーマットになってお 

ります。お客様での編集も可能です。（サポート外） 
     

 
 
問合せ先 
有限会社 松南電機（しょうなんでんき） 
郵便番号 ９６３－０２０１ 
住所   福島県郡山市大槻町御十日６－１ 旭ビル１０４ 
電話番号 024-954-6520 
FAX      024-954-6521 


